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【児童書】
かいくんとセラピー犬バディ

井上こみち　文
　犬のバディとペアで施設や
病院を訪問するセラピーボラ
ンティア活動を続けている、
小学校4年生の太田海翔く
ん。保護犬のバディがセラ
ピー犬になるまでやアニマル
セラピーにも触れながら、海
翔くんとボランティアの活動
を追う。

出版社…国土社

【絵本】
ぼくたちのきせき
　　　　中川ひろたか　作

　広い宇宙の中の、地球とい
う星の、この国で、ぼくたち
は出会った。同じ時代に生ま
れ、同じ頃に歩き出し、しゃ
べり始め、同じ園で出会った
子どもたち。偶然の出会いと
いう奇跡と、そんな奇跡への
感謝を描いた絵本。

出版社…鈴木出版

【一般書/小説】
まむし三代記
　　　　　木下昌輝　著

　まむしと呼ばれた斎藤道三
の、日ノ本すら破壊する最終
兵器「国滅ぼし」とは？　そ
の核心に行き着いた三代目義
龍が下した驚

きょう

愕
が く

の決断とは？
従来の戦国史を根底から覆す
長編時代小説。

出版社…朝日新聞出版

【一般書/随筆】
「群れない」生き方
　　　　　　曾野綾子　著

　家族を看
み

取
と

り、老いを受け
止めながら、ひとり暮らしを
楽しむにはどうすればいいの
か。生涯、魂の自由人である
には。著者の生き方の根幹で
ある「群れない」という美学
を軸に、豊かな老後のあり方
を綴

つ づ

ったエッセイ集。
出版社…河出書房新社

古河図書館

　
先
日
、
本
棚
を
掃
除
し
て
い
た
ら
、

手
紙
の
マ
ナ
ー
本
が
出
て
き
ま
し
た
。

時
候
の
挨
拶
・
敬
語
の
使
い
方
な
ど
、

誰
も
が
一
度
は
悩
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
最
近
は
便
箋
に
ち
ょ
っ

と
良
い
ペ
ン
で
、
緊
張
し
つ
つ
手
紙
を

書
く
こ
と
な
い
な
ぁ
…
。

拙
者
、
腹
痛
治
っ
た
で
ご
ざ
る
！

　

写
真
は
信し

な
の
の
く
に

濃
国
須す

坂ざ
か(

長
野
県
須
坂

市)

藩
主
堀ほ

り

肥ひ

前ぜ
ん
の

守か
み

直な
お

輝て
る

に
宛
て
た
播は

り

磨ま
の

国く
に

赤あ
こ
う穂(

兵
庫
県
赤
穂
市)

藩
主
浅
野

内た
く
み
の
か
み

匠
頭
長な

が

直な
お

の
書
状
で
す
。

　
「
ん
？　

赤
穂
の
浅
野
内
匠
頭
⁉
」

に
ピ
ン
と
き
た
ら
、
忠
臣
蔵
の
フ
ァ
ン

で
す
ね
。
残
念
な
が
ら
、
同
じ
内
匠
頭

で
も
「
殿
中
で
ご
ざ
る
」
の
長な

が

矩の
り

で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日に

っ

下か(

日
付
の
下
の
署

名)

に
小
さ
く
「
長
直
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
祖
父
の
長
直
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
忠
臣
蔵
に
関
し
て
は
、

古
河
も
赤
穂
浪
士
四
十
七
士
の
ひ
と

り
吉
田
忠ち

ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

兼か
ね

亮す
け

の
娘
の
墓
が

永よ
う
ぜ
ん
い
ん

仙
院
跡(

桜
町)

に
現
存
す
る
と
い
う

縁
が
あ
り
ま
す
。

　
内
容
は
「
拙
者(

長
直)

、
参
勤
交
代

の
途
中
、
腹
痛
を
お
こ
し
江
戸
へ
到
着

し
て
も
屋
敷
療
養
し
ま
し
た
。
今
回
快

方
し
た
の
で
、
公く

方ぼ
う

様(

４
代
将
軍
家

綱)

へ
の
江
戸
参
府
の
拝は

い

謁え
つ

を
無
事
済

ま
せ
ま
し
た
」
と
の
近
況
報
告
で
す
。

不
思
議
な
⁉　
か
た
ち
の
折
紙

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
状
、
不
思
議
な

形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
「
下
半
分

の
文
章
が
逆
さ
ま
⁉
」
こ
れ
は
折お

り
か
み紙
と

呼
ば
れ
る
料り

ょ
う

紙し

を
中
央
で
横
半
折
し
て

用
い
る
様
式
で
、
一
枚
を
そ
の
ま
ま
広

げ
て
使
う
竪た

て
が
み紙
の
略
式
と
し
て
武
家
社

会
で
発
達
し
ま
し
た
。

　
本
文
は
常
に
折
り
目
を
下
に
し
て
書

き
、
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
折
り
目
を
下

に
し
た
ま
ま
ひ
っ
く
り
返
し
て
続
け
る

の
で
、
広
げ
る
と
、
ま
る
で
「
鯵あ

じ

の
開

き
の
干
物
⁉
」
み
た
い
な
形
に
な
り
ま

す
。
展
示
な
ど
で
は
全
文
を
見
せ
る
た

め
料
紙
を
広
げ
ま
す
が
、
本
来
は
横
半

折
で
す
。

古
文
書
の
礼
法
は
複
雑
だ
ぁ
！

　
こ
こ
か
ら
は
、
話
題
を
古
文
書
の
マ

ナ
ー
に
転
換
。
古
文
書
に
は
書し

ょ

札さ
つ

礼れ
い

と

呼
ば
れ
る
複
雑
で
厳
格
な
礼
法
が
あ
り

ま
す
。料
紙
の
種
類
・
大
き
さ
・
形
状
、

本
文
の
書
体
、
自
筆
・
右
筆
書
、
署し

ょ
は
ん判

(

花か

押お
う

・
印
判)

、
宛あ

て

所ど
こ
ろ(

宛
名)

の
敬
称

(

様
付
・
殿
付)

の
使
い
分
け
な
ど
、
ほ

か
に
も
多
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
宛
所
の
敬
意
は
様
付
が
殿

付
よ
り
も
高
く
、
さ
ら
に
敬
意
の
高
下

を
細
分
化
す
る
た
め
、「
様
」・「
殿
」

の
字
は
い
く
つ
か
の
字
形(

く
ず
し
方)

に
書
き
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
書
状
の
な
か
で
「
様
」
の
字
は

「
公
方
様
」
(A)
、「
貴
様
」
(B)
、
宛
所
の

「
堀
肥
前
守
様
」
(C)
の
３
回
出
て
き
ま

す
。「
公
方
様
」
は
将
軍
家
綱
の
こ
と
、

「
貴
様
」
と
「
堀
肥
前
守
様
」
は
同
一

人
物
を
指
し
、
受
取
者
の
堀
直
輝
の
こ

と
で
す
。

　

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
「
様
」
の
字

形
に
注
目
す
る
と
、「
公
方
様
」
(A)

の
「
様
」
は
美び

様ざ
ま

と
呼
ば
れ
、
旁つ

く
り

が

「
美
」
の
草
体
に
似
た
く
ず
し
方
で
、

ラ
ン
ク
は
「
上
」
の
敬
意
を
表
す
厚こ

う
れ
い礼

の
字
形
で
す
。

　

一
方
、「
貴
様
」
(B)
と
宛
所
(C)
の

「
様
」
は
平ひ

ら
ざ
ま様
と
呼
ば
れ
美
様
よ
り

薄は
く
れ
い礼
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
く
ず
し
方

で
ラ
ン
ク
が
「
中
ノ
上
」
～
「
下
ノ

下
」
と
幅
広
く
分
け
ら
れ
、
(B)
・
(C)
は

「
中
」
ラ
ン
ク
の
字
形
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
書
状
の
差
出
者
の

長
直
と
受
取
者
の
直
輝
が
ほ
ぼ
同
格
、

公
方
様
が
上
位
者
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
敬
称
の
字

形
に
は
厳
格
な
厚
礼
・
薄
礼
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
に
よ
り
登

場
人
物
の
身
分
関
係
が
わ
か
り
ま
す
。

三
和
資
料
館
学
芸
員　
白
石
謙
次

殿
！　
書
状
の
作
法
は
難
し
ゅ
う
ご
ざ
る
⁉

▲浅野長直書状(丸山家文書)
※ 囲み線・英文字は筆者による。

▲A「公方様」の様

Ａ
Ｂ

Ｃ

▲B「貴様」の様▲C「宛所」の様

提供：古河歴史博物館

　2丁目通り古河銀座商店会の一角に、当時としては珍しい6店の
共同店舗が新築され、客用の歩道も整備されました。これにより、
買い物客の安全性と利便性が確保されました。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

昭和40年代

令和2年


